
交流人口を呼び込め！
～ココビトが綴る日本の面影～
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（島根県松江市・出雲市・安来市、鳥取県米子市・境港市）
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中海・宍道湖・大山圏域市長会の紹介

▼構成自治体

水と緑がつながる 人がつながる 神話の国から 未来へつなげる
～あたかも一つのまち 住みたくなる中海・宍道湖・大山圏域～

めざすべき圏域の将来像
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島根県：松江市・出雲市・安来市
鳥取県：米子市・境港市、西部7町村（オブザーバー）

▼人口

643,175人（R2国勢調査）
（山陰地方の人口 島根県 671,126人、鳥取県 553,407人）

▼圏域の特徴

この圏域は、全国で5番目に大きい湖「中海」と、7番目に大きい湖「宍道
湖」、中国地方最高峰の「大山」を有し、ラムサール条約湿地や国立公園
など豊かな自然環境と、神話の時代から連綿と続く歴史・文化も数多く
残っており、恵まれた自然環境であるとともに、観光資源も豊富な地域
です。また、特色ある産業、医療、福祉施設が集積し、山陰の中核的な
都市圏です。

▼市長会の役割

中海・宍道湖・大山圏域の構成市の行政上の共通課題
等について連絡調整を行い、圏域の総合的・一体的な
発展の推進を図ります。



松江市

国宝松江城、玉造温泉

国際文化観光都市、堀川遊覧船

出雲市

出雲大社（国宝）

出雲日御碕灯台

米子市

米子城址、

皆生温泉、

伯耆古代の丘公園

安来市

月山富田城址、足立美術館

安来節演芸館

境港市

水木しげるロード、

サイクリングロード

大山圏域

大山、とっとり花回廊

中海・宍道湖・大山圏域の観光資源
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中海・宍道湖・大山圏域の課題
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▼少子高齢化が絶賛進行中

・圏域5市の総人口は、2000年をピークに減少
・特に生産年齢人口の減少が顕著で、少子高齢化が進行
・各市とも画一的な状況ではなく、市街地から離れた田舎
（中山間地域・漁村地域）で顕著 6 6 8 ,6 1 8 6 7 1 ,8 7 0 6 7 7 ,8 1 3 6 7 4 ,7 5 2

6 6 2 ,0 3 5
6 5 4 ,2 0 7

6 4 3 ,1 7 5

1 ,3 9 6 ,7 4 3 1 ,3 8 6 ,3 7 0 1 ,3 7 4 ,7 9 2
1 ,3 4 9 ,2 3 5

1 ,3 0 6 ,0 6 4

1 ,2 6 7 ,7 9 3

1 ,2 2 4 ,5 3 3

1 ,1 00 ,0 00

1 ,2 00 ,0 00

1 ,3 00 ,0 00

1 ,4 00 ,0 00

1 ,5 00 ,0 00

6 00 ,0 00

6 40 ,0 00

6 80 ,0 00

7 20 ,0 00

7 60 ,0 00

8 00 ,0 00

平成2年

（ 199 0 ）

平成7年

（ 199 5 ）

平成12年

（ 200 0 ）

平成17年

（ 200 5 ）

平成22年

（ 201 0 ）

平成27年

（ 201 5 ）

令和2年

（ 202 0 ）

島根県・ 鳥取県と圏域の人口推移

圏域 島根県・ 鳥取県

島根県・ 鳥取県（ 人）圏域（ 人）

125 ,0 5 9

1 1 2 ,0 2 8 1 0 3 ,1 0 8 9 5 ,8 1 4 8 9 ,6 7 3 8 5 ,0 5 9

4 3 7 ,4 4 8 4 3 3 ,7 0 9 4 2 7 ,8 3 6 4 1 6 ,7 6 7
3 9 3 ,8 2 5

3 6 8 ,4 4 6

1 0 5 ,1 4 2

1 2 6 ,0 4 6
1 4 6 ,1 5 2 1 6 0 ,9 9 2 1 7 1 ,8 4 7

1 9 0 ,8 3 4

0

1 00 ,0 00

2 00 ,0 00

3 00 ,0 00

4 00 ,0 00

5 00 ,0 00

平成2年

（ 199 0）

平成7年

（ 199 5 ）

平成12年

（ 200 0 ）

平成17年

（ 200 5 ）

平成22年

（ 201 0 ）

平成27年

（ 201 5 ）

圏域の年齢3区分人口の推移

年少人口（ 0～14歳） 生産年齢人口（ 15～64歳） 老年人口（ 65歳以上）

（ 人）

出典：総務省「国勢調査」

出典：総務省「国勢調査」

▼このままでは･･･

・農業や漁業などの衰退
・伝統産業や地域の伝統行事の消滅
・集落の維持が困難に
・限界集落が増えることで、圏域全体が衰退



FSプログラムで提案いただきたいこと
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▼課題解決に必要と考えていること

「少子高齢化が進んだ地域」の活力を維持していくために、まず
は交流人口を増やしていき、関係人口へつなぎ、地域外のヒトと
の交流を深め、ともに活動していく中で、地域の魅力が向上し、
担い手不足の解消や移住定住につながるものと考えています。

▼学生の皆さんに考えていただきたいこと

移住定住のための第1ステップ「交流人口の増加と関係人口へ
の転換」について、地域のプレイヤーと連携して、歴史・文化・
自然などの地域資源を活かした、地域や地域の人々と多様な
関わり創出の提案をお願いします。

学生の皆さんに考えていただきたいこと

▼具体的には

・旅を通じたウェルビーイングの創出
地域の行事や伝統工芸、農作業体験など、地域課題に触れ、訪れる人（ツーリスト）が地域貢献による満足、自己
実現を叶えられるような、ウインウインの仕組みや手段の提案
・ＳＤＧｓの視点を取り入れ、ＳＤＧｓツアーの造成につながるような提案
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▼プログラムスケジュール（予定）

【4月】
・オリエンテーション

【6～7月】
・オンラインMTG
・事前調査

【8～9月】
・第1回現地活動
・第2回現地活動

【10～1月】
・事後調査
・提案まとめ

【2～3月】
・現地報告会

※以上のようなスケジュールを予定していますが、参加学生の皆さんと調整しながら、進めていきます。

2023 FSプログラム事業スケジュール

皆さんのご参加、お待ちしています！


